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次号予告
年 月号 編集後記

今回の特集を拝読していくなか
で、20年前に肺がんで亡くなっ

た祖父の最期を思い出しました。危
篤の連絡を受け、入院先に着いたと
きにはすでに祖父の意識はなく、そ
の12時間後に亡くなりました。思い
出されるのは、亡くなったときよりも、
亡くなるまでに定期的・機械的にくり
かえされた痰の吸引場面です。当
時、高校生ながらに、もう逝くのだ
からそのまま静かにしておけないのか
と思いました。今ならば、そして家な
らばもっと静かに看取ることができた
のだろうかと、思わずにいられませ
ん。今後、「老衰」といえる穏やかな
看取りがより広がっていけばと願いま
す。…小林

対談収録でお邪魔した夏の永源
寺はあいにくの雨、しかしそれ

がなおさら、木々の葉や田んぼの稲
をいきいきと輝かせているようでした。
元は保健センターの建物だったとい
う永源寺診療所は、そんな緑のなか
にありました。
病むことも、老いることも、誰の身に
も起こることです。それをあたりまえ
だとして甘受するか、正すべき異常
な状態として立ち向かうか。最後の
最後には受け入れなければとわかっ
ていても、自分や家族の場合は……
と考えてみると答えは出せませんでし
た。あと何十年か生きたらわかるで
しょうか。たくさんの人生の先輩たち
に尋ねるような気持ちで編集した号で
した。…栗原

特集

「在宅看護」ってなんだろう？
実践に新たな光を当てる 

「在宅看護学」の誕生へ
地域包括ケアの要と目される在宅看護。医療依存度の高い人の在宅
療養、看取り、まちづくりなど、期待される役割は多岐にわたります。
それらは新しいことではなく、すべてこれまでの実践から生まれたもの。
法律や制度がない時代でも、「在宅で生きたい・逝きたい」という人の願
いを実現するために、現場で試行錯誤された結果が、今の在宅看護を
つくっていると言えるでしょう。
それをさらに深め、高め、次代の在宅看護をつくっていくために、これまでの 
実践をふりかえりながら、これからはどんな看護が必要なのかを考えます。

在宅看護これまで来た道
実践から生まれた制度と体系を振り返る◉山田雅子
【これからの在宅看護を考える】
「地域で看護するとはどういうことか」を 
住民と共に考える◉吉田千文
多職種連携のなかで見えてきた 
地域での看護師の役割◉木全真理
医療資源不足の地域で実現する 
24時間・365日対応訪問看護◉由井千富美
【座談会】
実践を体系化し、新たな実践を育む「学」の役割
在宅看護学の誕生に向けて 
◉川村佐和子、村嶋幸代、萱間真美、山田雅子［司会］

特別記事
オマハシステム[日本版]の開発
生活者をみる視点を活かし実践を見える化するツール 
◉長江弘子ほか
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